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わが
を
語
る

市
人
口
約
74
万
人
、 

都
心
に
近
い
利
便
性
と 

み
ど
り
豊
か
な
環
境
に 

恵
ま
れ
た
住
宅
都
市

　

練
馬
区
は
、
東
京
23
区
の
北
西
、
東

京
の
中
心
か
ら
約
15
㎞
、
電
車
で
約
30

分
の
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
下

鉄
な
ど
、
都
心
か
ら
の
公
共
交
通
機
関

も
充
実
し
て
お
り
、
池
袋
・
新
宿
・
渋

谷
・
銀
座
な
ど
の
主
要
駅
へ
乗
り
換
え

な
し
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
23
区

の
中
で
は
最
も
緑り
ょ
く
ひ
り
つ

被
率
が
高
く
、
都
心

に
近
い
利
便
性
を
享
受
し
な
が
ら
、
農

地
や
樹
林
、
公
園
な
ど
多
彩
な
み
ど
り

に
包
ま
れ
た
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

本
区
の
人
口
は
約
74
万
人
で
す
。
東

京
23
区
で
２
番
目
、
全
国
１
７
４
１
市

区
町
村
で
19
番
目
に
人
口
が
多
く
、
日

本
の
中
で
今
な
お
人
口
が
増
え
続
け
て

い
る
、
数
少
な
い
自
治
体
の
一
つ
で

す
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
住
み
よ

い
と
感
じ
て
い
る
区
民
は
９
割
を
超

え
、
８
割
近
く
の
区
民
が
練
馬
区
へ
の

愛
着
を
感
じ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
と
都
市
農
業
が 

融
合
す
る
ま
ち

　

都
市
農
業
は
本
区
の
大
き
な
魅
力
の

一
つ
で
す
。
住
宅
地
の
中
に
農
地
が
点

在
し
、
自
宅
近
く
の
畑
で
採
れ
た
農
作

物
を
購
入
で
き
る
な
ど
、
市
民
生
活
と

生
き
た
農
業
が
融
合
す
る
世
界
で
も

稀け

う有
な
都
市
で
す
。

　

都
市
農
業
の
魅
力
と
可
能
性
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を

共
有
し
、
相
互
に
学
び
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、
令
和
元
年
11
月
に

「
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
世
界
５
都
市
か
ら
農
業
者

や
研
究
者
、
行
政
関
係
者
を
招し
ょ
う
へ
い聘
し

て
、
国
際
会
議（
分
科
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）を
実
施
し
、５
都
市
と
と
も
に「
世

界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」を
発
表

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
練
馬
産
農
産
物

を
販
売
す
る「
ね
り
マ
ル
シ
ェ
」、
世
界

の
料
理
や
酒
を
楽
し
め
る「
ね
り
ま

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
練
馬

大
根
引
っ
こ
抜
き
競
技
大
会
」な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
区
は
、
農
地
制
度
や
税

制
度
の
改
善
を
国
に
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
都
市
農
業
振
興
基
本
法
の
制
定

と
基
本
計
画
の
策
定
に
加
え
、
生
産
緑

地
指
定
下
限
面
積
の
緩
和
、
特
定
生
産

緑
地
制
度
、
生
産
緑
地
貸
借
制
度
の
創

設
な
ど
は
、
こ
の
活
動
が
実
っ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
新
た
な
法
制
度
を
最
大
限
に
生

か
し
、
農
地
保
全
に
取
り
組
む
ほ
か
、

新
た
な
用
途
地
域
で
あ
る
田
園
住
居
地

域
の
指
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
計
画
な
ど
の
都
市

計
画
制
度
を
活
用
し
た
、
新
た
な
農
地

未
来
に
向
け
て
成
長
す
る
都
市
　
練
馬
区

練ね

り

ま馬
区（
東
京
都
）�

 

練
馬
区
長
　
前ま

え
か
わ川

燿あ

き

お男

1
住宅地の中で摘み取り体験！区内に３０園ある「ブルーベリー観光農園」

世界５都市とともに「世界都市農業サミット宣言」を発表
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保
全
制
度
を
研
究
し
、
国
・
都
と
調
整

を
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の 

笑
顔
輝
く
ま
ち
へ

　

本
区
で
は
、
増
加
を
続
け
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
年
間
を
通

し
て
11
時
間
保
育
を
行
う
私
立
幼
稚
園

を
区
独
自
に
認
定
す
る「
練
馬
こ
ど
も

園
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
待
機
児

童
ゼ
ロ
作
戦
を
展
開
し
、
こ
の
６
年
間

で
６
千
人
以
上
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
保
育
所
定
員
増
を
実
現
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
待
機
児
童
は
、
平
成

25
年
の
５
７
８
人
か
ら
令
和
元
年
４
月

の
14
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
既
に
供

給
が
需
要
を
千
人
以
上
、
上
回
っ
て
お

り
ま
す
が
、
地
域
に
お
け
る
需
要
と
供

給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
に
よ
り
、
待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
保
育
需
要

の
増
加
へ
の
対
応
を
含
め
、
待
機
児
童

の
解
消
を
図
る
た
め
、
保
育
所
の
整
備

や
練
馬
こ
ど
も
園
の
充
実
な
ど
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
将
来
、
確
実
に
児
童
人
口
は

減
少
し
て
い
き
ま
す
。
社
会
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
誰
が
担
う
べ
き
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
や
価
値
観
が
存
在
し
ま

す
が
、最
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
思
い
で
す
。
家
庭

で
子
育
て
が
し
た
い
、
子
ど
も
を
預
け

て
働
き
た
い
な
ど
、
多
様
化
す
る
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
形
を

選
択
で
き
る
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

参
加
か
ら
協
働
へ

　

区
長
就
任
以
来
、「
区
長
と
と
も
に

練
馬
の
未
来
を
語
る
会
」を
81
回
開
催

し
、
毎
日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
現
場

に
伺
い
、
数
百
回
に
わ
た
っ
て
区
民
や

団
体
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
話
し
合

い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
現
場

で
は
、
町
会
・
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
多
彩
な
活

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題

を「
わ
が
事
」
と
し
て
考
え
、
自
発
的

に
取
り
組
む
。
こ
う
し
た
動
き
と
連
動

し
て
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指

し
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
が
私
の
目
指

す
、
練
馬
な
ら
で
は
の
新
し
い
自
治
の

創
造
で
あ
り
、
時
代
の
要
請
で
も
あ
り

ま
す
。「
参
加
と
協
働
」を
さ
ら
に
前
に

進
め
、「
参
加
か
ら
協
働
へ
」と
深
化
さ

せ
て
い
き
た
い
、
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

令和元年は外国人留学生も多数参加！ 「練馬大根引っこ抜き競技大会」

多数のボランティアとともに開催する「練馬こぶし
ハーフマラソン」

練馬区長

前川燿男

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新宿区
練馬区

◆ 

面
積　
　

48
・
08
㎢

◆ 

人
口　
　

73
万
９
０
９
１
人

◆ 

世
帯
数　

37
万
７
７
１
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
み
ど
り
に
恵
ま
れ
た
良
好

な
環
境
の
中
で
誰
も
が
暮
ら
し
を
楽
し
む
成

熟
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
今
な
お
武
蔵
野
の
面
影
を

残
す
み
ど
り
豊
か
な
自
然
。
ま
ち
に
潤
い
を

与
え
る
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
市
民

生
活
と
融
合
し
た
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
住

環
境

〔
特
産
品
〕
練
馬
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ

〔
観
光
〕
と
し
ま
え
ん
、東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
照
姫
ま
つ
り
、
練
馬
ま
つ
り
、

真
夏
の
音
楽
会
、
練
馬
区
花
火
フ
ェ
ス
タ
、

み
ど
り
の
風 

練
馬
薪
能
、N

erim
a

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
練
馬
こ
ぶ
し
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
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わが
を
語
る

市
健
康
福
祉
と
教
育
文
化
の 

香
り
高
い
ま
ち

　

東
温
市
は
、県
都
松
山
市
か
ら
約
12
㎞

東
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
、
四
国
の
大
動
脈
で
あ
る

国
道
11
号
や
松
山
自
動
車
道
に
よ
り
、

本
州
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
優
れ
て
い

る
ほ
か
、
温
暖
少
雨
な
瀬
戸
内
式
気
候

に
属
し
た
内
陸
部

に
位
置
し
て
い
る

た
め
、
津
波
災
害

な
ど
の
恐
れ
が
な

い
利
点
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
48

年
に
愛
媛
大
学
医

学
部
が
市
内
に
開

設
さ
れ
、
幼
稚
園

か
ら
大
学
ま
で
の

あ
ら
ゆ
る
教
育
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、愛

媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
愛
媛
医
療

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
多
く
の
医
療
機

関
が
あ
り
、
令
和
元
年
６
月
に
東
洋
経

済
新
報
社
が
発
表
し
た「
２
０
１
９
都

市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
」に
お
け
る
人
口
１
万

人
当
た
り
の
医
師
数
は
、
全
国
８
１
５

市
区
の
中
で
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
・
福
祉
施
設
も
数
多
く
設
置
さ
れ
、

健
康
福
祉
と
教
育
文
化
の
香
り
高
い
ま

ち
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

元
気
産
業
、
広
域
防
災
拠
点
の

ま
ち
づ
く
り

　

前
述
の
地
理
的
条
件
を
生
か
し
て
、

２
カ
所
の
工
業
団
地
や
工
業
系
用
途
地

域
に
医
療
関
連
企
業
、
製
造
業
、
運
送

業
な
ど
の
企
業
立
地
が
進
み
、
多
く
の

雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
、
よ
り
良
い
仕
事
を
求

め
る
若
年
層
の
都
市
部
へ
の
流
出
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
発
信

力
を
高
め
、
将
来
性
の
あ
る
企
業
誘
致

に
努
め
る
こ
と
と
し
、
令
和
３
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
て
新
た
な
工
業
団
地

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
企
業
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
多
く
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
移
住
・

定
住
が
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
に

大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
隣
接
地
で
は
令
和
５
年

度
末
の
開
通
を
目
標
に
、
西
日
本
高
速

道
路
㈱
と
の
共
同
事
業
で「（
仮
称
）東

温
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
市
内
各
地
か
ら
高
速
道
路
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
企
業
が
進
出
し
や
す
い

環
境
が
整
い
、
本
市
を
含
む
松
山
都
市

圏
の
経
済
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
県
内
各
地
で
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯

地
や
県
警
機
動
隊
か
ら
被
災
地
へ
の
迅

速
な
移
動
や
各
地
か
ら
の
救
急
患
者
の

搬
送
時
間
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
創
造
性
と
活

力
に
満
ち
た
元
気
産
業
の
ま
ち
、
県
内

屈
指
の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

安
全
、
安
心
、
快
適
な 

住
環
境
づ
く
り

　

本
市
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、商
業

施
設
が
集
積
す
る
野
田
地
区
27
・
３
ha
、

既
存
市
街
化
区
域
で
あ
っ
た
田
窪
地
区

５
・
０
ha
の
整
備
を
終
え
、
現
在
、
本
市

の
中
央
市
街
地
の
一
部
で
あ
る
志し
つ
か
わ

津
川

地
区
23
・
１
ha
の
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
志
津
川
地
区
は
、
国
道
11
号
や

伊
予
鉄
道
横よ
こ
が
わ
ら

河
原
線「
愛
大
医
学
部
南

口
駅
」に
隣
接
す
る
交
通
の
便
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
、
周
辺
に
は
、
各
種
学
校
、

大
学
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
が
集
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
区
画
整
理
事

全
て
の
人
が
笑
顔
に
な
れ
る

「
温あ

っ
た

か
笑
顔
の
東
温
市
」の
実
現
に
向
け
て

東と
う
お
ん温
市（
愛
媛
県
）�

 

東
温
市
長
　
加か

と

う藤
　
章あ

き
ら

2

（仮称）東温スマートインターチェンジのイメージ図
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業
の
実
施
に
よ
り
、
子
育
て
・
医
療
・
福

祉
の
拠
点
と
し
て
、
移
住
定
住
の
受
け

皿
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
、
安

心
、
快
適
な
住
環
境
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
勉
強
会

を
開
催
し
、
住
民
自
ら
が
目
指
す「
ま

ち
の
将
来
像
」
を
描
き
、
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
は
、

魅
力
的
な
街
並
み
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
平
成
30
年
度
に
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
、「
公
益
社
団
法
人

街
づ
く
り
区
画
整
理
協
会
会
長
賞
」を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

舞
台
芸
術
の
聖
地
を
目
指
し
て

　

平
成
29
年
６
月
、「
東
温
市
ま
ち
・
ひ

と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
、

瀬
戸
内
の
歴
史
文
化
を
舞
台
芸
術
で
発

信
す
る
常
設
劇
場「
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
」

を
核
と
し
て
、「
東
温
市
＝
舞
台
芸
術

の
聖
地
」を
目
指
す「
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
と
う
お
ん
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
、
舞
台
芸
術
の
観
賞
、

体
験
、
創
造
の
場
づ
く
り
を
通
じ
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
市
の
認
知
度
向
上

を
図
り
、
人
が
人
を
呼
ぶ
好
循
環
を
市

全
体
に
波
及
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
活
動
拠
点
と
し
て
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
劇
場
に
隣
接
す
る
商
業
施
設
内

に
小
劇
場
、
多
目
的
稽
古
場
、
ア
ト
リ

エ
を
備
え
る「
東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
30
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
年
間
約
１
万
１
千
人

が
訪
れ
る
芸
術
の
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
台
芸
術
に
関
す
る
専
門
人

材
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住

し
、
各
隊
員
が
専
門
分
野
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
な
り
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
多
種

多
様
で
特
色
の
あ
る
舞
台
芸
術
の
祭
典

「
と
う
お
ん
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
30

年
度
は
市
内
外
か
ら
約
５
千
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
や

考
え
方
、
世
代
の
壁
を
越
え
て
人
々
が

つ
な
が
る
こ
と
で
、
次
々
と
市
民
主
体

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
お

り
、
今
後
も
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
市
民
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

東温キッズミュージカル「明日を信じて」

上空から見た志津川地区。中央右が愛媛大学医学部、その右側が伊予鉄道
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◆ 

面
積　
　

２
１
１
・
30
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
３
４
８
１
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
５
１
１
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

る　

住
ん
で
み
た
い　

住
ん
で
よ
か
っ
た　

東
温
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
県
都
松
山
市
に
隣
接
し
、

温
暖
な
気
候
や
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
加

え
、
医
療
環
境
も
充
実
し
た
、
安
心
で
快
適

な
住
み
や
す
い
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
９
月
21
日
、
重

信
町
、
川
内
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
は
だ
か
麦
、
も
ち
麦
、
い
ち
ご
、

ほ
っ
ち
ょ
鶏
、
ど
ぶ
ろ
く
、
さ
く
ら
ひ
め
、

シ
キ
ミ

〔
観
光
〕
風
穴
、
白
猪
の
滝
、
滑
川
渓
谷
、

さ
く
ら
の
湯
、
さ
く
ら
の
湯
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー
、坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
、東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
源
太
桜
ま
つ
り
、
東
温
市
商

工
会
産
業
ま
つ
り
、観
月
祭
、ど
て
か
ぼ
ち
ゃ

カ
ー
ニ
バ
ル
、
白
猪
の
滝
ま
つ
り

東温市長

加藤　章

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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